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町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
要
望
に
お
応
え
し
て
、

今
ま
で
の「
可
燃
ご
み
指
定
袋
」に
加
え
、
ひ
と

回
り
小
さ
い「
可
燃
ご
み
小
袋
」の
販
売
を
開
始

し
ま
し
た
。「
従
来
の
も
の
で
は
袋
が
い
っ
ぱ

い
に
な
る
ま
で
に
時
間
が
掛
か
る
」な
ど
、
お

困
り
の
方
々
に
は
大
変
便
利
で
す
。

　

ゴ
ミ
の
出
し
方
は
従
来
ど
お
り
で
す
の
で
、

町
指
定
ご
み
袋
取
扱
店
で
お
買
い
求
め
い
た
だ

き
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先 

町
民
課
環
境
衛
生
係（
内
線
47
）

可
燃
ご
み
小
袋
の
販
売
を
開
始
し
ま
し
た

価格…520円
1ロール…20枚

　

長
野
県
で
は
、
今
年
の
春
よ
り
、
食
品
ス
ー
パ
ー
を
中
心
に

「
レ
ジ
袋
無
料
配
布
中
止
」の
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

御
代
田
町
も
、
ご
み
を
出
さ
な
い
生
活
ス
タ
イ
ル
を
広
げ

る
た
め
に
、
事
業
者
と
協
力
し
て
、
レ
ジ
袋
の
削
減
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。「
レ
ジ
袋
」は
マ
イ
バ
ッ
グ
の
持
参
に
よ

り
、
簡
単
に
代
替
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ま
が
マ
イ
バ
ッ
グ
を

持
っ
て
、
お
買
い
物
に
行
く
こ
と
が
環
境
に
配
慮
し
た
行
動

と
な
り
ま
す
。

　

県
内
の
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
率
は
、
平
成
20
年
３
月
の
調
査

で
は
、
27
・
８
％
で
し
た
が
、
平
成
24
年
３
月
に
は
48
・
４
％

ま
で
向
上
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
県
全
体
で
は
、
一
年
間
に

い
ま
だ
に
約
２
億
６
千
万
枚
も
の
レ
ジ
袋
が
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

持
ち
帰
っ
た
レ
ジ
袋
を
ど
う
し
て
い
る
か
思
い
出
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
そ
の
ま
ま
ご
み
と
し
て
捨
て
た
り
、
ご
み
を
包

む
内
袋
と
し
て
使
用
す
る
な
ど
、
最
終
的
に
は
ほ
と
ん
ど
が

捨
て
ら
れ
て
い
る
実
態
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
レ
ジ
袋
の

大
量
消
費
に
は
、
ご
み
の
増
加
、
石
油
資
源
の
枯
渇
、
CO2
の

排
出
な
ど
様
々
な
問

題
が
あ
り
ま
す
。

　

買
い
物
に
行
く
と

き
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ

を
持
参
し
て
、
不
要

な
レ
ジ
袋
は
も
ら
わ

な
い
取
り
組
み
を
、

家
族
み
ん
な
で
実
践

し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先 

町
民
課
環
境
衛
生
係（
内
線
47
）

①

②

ポ
リ
タ
ン
ク

フ
ァ
イ
ル（
文
房
具
）

誤　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

　
　

不
燃
ご
み

㊣

〔
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
も
の
〕

　

不
燃
ご
み
で
す
の
で
、
収
集
に
出
す
か
、
ま

た
は
井
戸
沢
最
終
処
分
場
に
直
接
搬
入
し
て
く

だ
さ
い
。

〔
紙
製
の
も
の
〕

　

雑
紙
に
な
り
ま
す
。
金
属
類
な
ど
、
紙
以
外

の
止
め
具
を
は
ず
し
て
、
資
源
回
収
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

不
燃
ゴ
ミ
の
収
集
に
出
す
か
、
ま
た
は
井
戸

沢
最
終
処
分
場
に
直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

レ
ジ
袋
の
削
減
に
向
け
て

みよた広報 やまゆりみよた広報 やまゆり22月号 月号 （（66））　　



御
代
田 

連
絡
先　
佐
久
広
域
連
合
御
代
田
消
防
署（
32
）０
１
１
９

御代田消防署について
　御代田消防署には、消防ポンプ自動車2台、救急車2台、指令車、広報車の消防
車両があります。職員は21名。うち19名の職員をもって3班編成の交替で当直勤
務を行っておりますが、1日の当直での人数は6名なので、出動人数に限りがあり
ます。「救急出動は、救急隊員3人以上をもって編成しなければならない」という法
律が定められていますので、救急出動中に、ほかの救急事案が発生した際、御代田
消防署に救急車がもう1台あっても、御代田署から出動せずに、ほかの消防署から
御代田町内に出動してもらうということもありますので、ご理解をお願いします。

消防の電話はなぜ「119」番なの？
　昔のダイヤル式の電話、通称「黒電話」の時代には、急いでかけられるようダイヤル時間の
短い番号として「112」番が火災通報用の番号として使われていました。しかし、あわててか
けるため間違い電話が多く、また、当初は有料でもあったので、お金がかかるからといって
火災にもかかわらず通報しない人もいたため、通報電話は無料にするなどの経緯も経て、
「11」と素早く回した後に、待ち時間が長くなって心を落ち着かせて話ができるように、「1」
からダイヤルの一番遠い番号の「9」を最後に回すよう「119」番になったと言われています。

なぜ消防車は赤いの？
　日本に最初に輸入されたのが赤色だったとも言われてい
ますが、厳密に言うと消防車は「朱色」です。これは法律で
決められており、「消防自動車にあっては朱色とし、その
他の緊急自動車にあっては白色とする」と定められている
ので、消防車は朱色、救急車はその他の緊急自動車に分類
されるので白色なのです。赤色は目立ちますし、街中を
走っている消防車の赤色を見て、火災を連想して「火事に
気をつけなければ」と思っていただければと思います。

平成24年御代田消防署管内消防統計（平成24年1月～12月）

消防の「なぜなに」～消防に関する、素朴な疑問にお答えします～

火災件数 救急件数 救急法講習会
建　物 6 （１） 急　　病 418 （399） 回　　数   26
車　両 1 （２） 一般負傷 99 （88） 受講者数  671
その他 2 （６） 交通事故 76 （65） 消防訓練
合　計 9 （９） そ の 他 55 （80） 回　　数   35

合　　計 648 （632） 参加者数 3,104

消火に使った水道料金は火事になった人が払うの？
　消防車には1トンくらいの水が積んであります。多いように思え
ますが、3分も放水すれば終わってしまいますので、町内のいたる
ところに設置してある消火栓から、消防車で水を吸いあげて放水
します。また、川や湖から水を吸いあげて消火することもありま
すし、学校のプールの水を使うこともあります。この際、消火栓
を使用して放水したときの水道料金は、「水道法」という法律で「水
道事業者は、公共の消防用として使用された水の料金を徴収する
ことができない」と定められています。

（ 　）内は平成23年の件数

（（77）） みよた広報 やまゆり みよた広報 やまゆり22月号月号


